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東病棟カンファレンス記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２３年　６月　２２日　(水)　　　　　　　　　　司会：大井　広美　記録：横町　真希子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・本日午後より、措置入院１名の予定です。

・Ｃユニット患者様の水分補給の時間を今までは「起床時・9:00・おやつ時・20:00」の４回としてい

ましたが、お茶やコーヒーを共同購入から個人購入へ切り替え、小遣い節約の目的から、「起床時・

プログラム後・おやつ時」の３回に変更しています。夕食後以降の水分要求にはノンカフェインの物

で対応して下さい。

・昇格試験の介護（中級）の問題集について、最新版をファイル共有へアップしています。対象者は各自確認して下さい。変更箇所は以下の通りです。

　６分野：例題「ケアカンファレンス参加対象職員」の解答に「介護支援専門員」を追加

　１１分野：例題「朝の申し送りの手順と出席者」の解答の「日勤介護、日勤介護」と二重であった所を「日勤看護、日勤介護」と訂正

　１６分野：「南山苑で規定する学生ボランティアの活動内容」の解答に「レクリエーション」を追加

・マイカー通勤のスタッフは必ず許可証を提示する様にして下さい。

・深夜帯勤務スタッフは血中濃度の薬剤管理伝票の作成をお願いします。

・詰所へ患者様が入り、他患者様の私物を盗る事が続いて見られています。詰所のドアの施錠を徹底し

て行う様にして下さい。

＜ベットコントロール＞

・袴田　将志様～本日措置入院ある為、Ａユニット１１号室へ移動となっています。移動するにあたり時計を本人へ渡しています。イヤホンは今までと変わらず、回収して下さい。

・佐々木　哲朗様～本日入院予定でしたが、下痢の治療が完了するまで延期となっています。

・寺澤　一男様～療養環境変更目的にて、東Ｂユニットから南Ａユニットへ移動となっています。

＜患者様連絡事項＞

・杉澤　恵子様～頭部裂傷に対し、サワシリン処方となっていましたが、創部乾燥している事から止めとなっています。今後も歩行状態、転倒・転落に注意していきましょう。

・保土澤　助定様～本日日内変動の結果を主治医へ報告し、ベースのノボリン３０Ｒが明日5:00、１０単位から１２単位へ増量となっています。また日内変動は月曜日まで指示あり。ベースのインスリンが安定するまで続けるとの事。スライディングは11:00、17:00で変更はありません。

・外山　尚武様～迷惑行為や問題行動ない事から、時間隔離解除となっています。ペン等の私物は朝本

人へ渡し、夜間は回収する様徹底して下さい。

・吉田　トキ様～副食殆ど摂取せず、主食のみの摂取となっています。本日昼のかやくご飯は拒否され、白粥希望されています。本日夕食より、白粥・梅ペースト／毎食へ食事形態変更しています。引き続き、食事摂取量の確認を行っていましょう。予測指示が継続処方となっています。

・藤井　崇史様～呂Dr.診察にて、除脈あり、午後の定期心電図実施後、結果と併せて再診察する事としています。

・吹越　弘友紀様～現在Ａユニット詰所カウンター上にエンシュアリキッドを保管していますが、窓越しにエンシュアリキッドを気にし、ベンチから離れず食事を摂らない状況が続いています。（本日も朝・昼食共に不食、エンシュアリキッドのみ摂取）エンシュアリキッドの保管場所を詰所内パソコンの下へ移動しています。食事摂取後に渡すように統一した対応を行っていきましょう。

・川村　慶夫様～本日昼より、ベイスン（0.2）３Ｔ　３×食直前、ジャヌビア（50）１Ｔ　１×朝食前が５日分処方となっています。６月２６日（日）日内変動実施し、２７日（月）に主治医へ報告して下さい。

・天間　康弘様～排便困難時の予測指示が継続処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・島浦　美千男様～動作緩慢、歩行状態も不安定であり、車椅子使用しています。本日朝食時より箸を持てず、食べこぼし多く見られている為、昼より粥・キザミ食へ変更となっています。変更後もスプーンを握って持つ事が出来ず、また、左手を使う事が多く見られていますが、腫脹・発赤・疼痛訴えもありません。食事の際はエプロンを使用し、適宜介入していきましょう。

・河原木　カノ様～声掛けにも口を開く事無く、食事摂取困難な状況です。独語聞かれており、その際口腔内へ食事を入れ対応しています。引き続き、食事摂取量の確認を行い、必要時、主治医へ上申していきましょう。予測指示が継続処方となっています。

＜新入院患者様＞

氏名：赤石　陽介（あかいしようすけ）様　29歳　男性

病名：統合失調症(当院への入院歴あり)

主治医：田名部Ｄｒ

入院形態：措置入院　（東Ａユニット）

病　歴：

H14年頃（21歳）より被害念慮が出現。頭痛・眩暈・嘔気等の身体不調が出現して、同年5月1日松平病院を初診。同院にて統合失調症(精神分裂病)と診断され、同日入院となるが、本人の希望により翌2日に退院。その後、同院にて12回の入院歴があり、当院へH20.10.17 当院を初診。当院受診時は、これまでの病歴については話さず、幻聴、幻視を訴えて、H20.10.17当院へ1回目の入院。本人が、松平病院での治療を希望して、H20.10.24退院。退院後は自宅療養となり、松平病院への通院を継続していたが、その後も幻聴、不眠、易怒性等の症状が再燃して、松平病院へ入退院を繰り返している。

＜通報に至った経緯＞
H23年5月下旬より、「お前を殺す」等の幻聴が再燃。『いざという時に武器を持たなくてはならない』等と考えるようになり、カッターナイフを常時持ち歩いていた。H23年5月28、「診察の対応が気に入らない」と松平病院から湊病院へ転医。入院を希望して、主治医に相談したが、同院が満床で、松平病院、八戸赤十字に相談。しかし、本人がの希望通りに受診・入院できず、苛々感・焦燥感が増大。H23.6.2(11：40頃)、八戸市新井田にあるコンビニエンスストアに駐車して、自身の携帯電話で警察へ電話。「人を殺してもいいか」「カッター持っているんだ」等と発言することがあり、その後、駆けつけた警察官に逮捕・拘留される。その後も幻聴等の症状が持続しており、情動不安定であったことから検察官通報（法第25条）により措置鑑定が実施されることとなった。昨日、二次鑑定が行われ、「要措置」と診断されたとのことから13時30分保健所職員に伴われ来院、診察中は病状については肯定しているが、概ね静穏に受け答えされる。八戸保健所職員より、県知事命令の措置入院が告知され、13時30分に措置入院となる。










